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「
高
知
家
」
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー

Ｍ
ｙ
可

盃
を
毎
日
持

参
す
る
ほ
ど

大
好
き
な
我
が

高
知
県
の
た
め

に
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
何
か
お
役
に
立
て
な
い
も
の
か
。

五
十
歳
を
過
ぎ

日
々
悶
々
と
し

て
い
た
私
に

、
あ
る
日
突
然
、
濱
田

知
佐
さ
ん
（
五
六
回
生
）
か
ら
の
電
話
。
「
安
田
さ
ん
が
会
い
た
が
っ

て
お
ら
れ

た
県
庁
の
方

が
、
今
、
羽

田
空
港
で
搭
乗

待
ち
で
…
」

。

即
、
会
社

か
ら
タ
ク
シ

ー
に
飛
び
乗

り
土
佐
高
Ｏ
Ｂ

で
も
あ
る
県

の

部
長
（
五

一
回
生
）
に

初
対
面
の
突

撃
「
こ
の
広
告

馬
鹿
が
高
知

県

の
た
め
に

な
に
か
お
役

に
…
」
と
。

先
輩
は
「
同
じ

思
い
で
頑
張

っ

て
い
る
カ

ツ
オ
人
間
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
小
笠
原
慶
二

く
ん
（
五
九

回

生
）
や
県

庁
に
い
る
同

級
生
（
五
二

回
生
）
と
会
っ

て
み
て
は
…

」

と
。
こ
れ

を
機
に
県
庁

関
係
者
の
皆

様
に
続
々
と
お

会
い
で
き
た

の

で
す
が
…

当
然
の
よ
う

に
、
熱
い
思

い
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
県

の

事
業
を
す

ぐ
に
任
さ
れ

る
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
ず

、
全
く
の
Ｎ

Ｏ

チ
ャ
ン
ス

。
幾
ば
く
か

時
は
流
れ
、

さ
す
が
に
志
も

折
れ
か
け
て

い

た
頃
、
降
っ
て
湧
い
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ

リ
」
放
映
。

そ
れ
に
伴
う
首

都
圏
等
へ
の
「

移
住
促
進
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
公
示

。
弊
社
・
電
通

高
知
県
人
会

を
中
心
に
プ
レ
ゼ
ン
。

運
よ
く
競
合
審

査
を
通
過
し
事

業
受
託
。
そ

の
後
の
大
型
公
示
案
件

も
「
高
知
県
は

こ
う
あ
っ
て
欲

し
い
」
と
い

う
熱
い
思
い
で
応
募
し

競
合
審
査
の
上
事
業
受
託
。
こ
れ
が
「
高
知
家
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
。

今
は
高
知
県
庁
や
高
知
県
地
産
外
商
公
社
の
方
々
の
御
指
導
の
も
と
、

広
末
涼
子
さ
ん

を
は
じ
め
多
く

の
献
身
的
な

高
知
県
関
係
者

と
、
高

知
大
好
き
ス
タ

ッ
フ
と
供
に
作

業
邁
進
さ
せ

て
い
た
だ
い
て

お
り
ま

す
。
「
高
知
県

は
、
ひ
と
つ
の

大
家
族
や
き

。
高
知
家
」
と

、
県
に

か
か
わ
る
全
て

の
方
々
を
「
家

族
」
と
見
立

て
、
「
高
知
県

の
え
え

も
ん
、
ぜ
ー
ん

ぶ
お
す
そ
わ
け

や
き
。
」
と

、
み
ん
な
ぁ
～

で
高
知

の
良
さ
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
の

本
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
。
ど
う
ぞ

同
窓
生

皆
様
の
御
理
解

・
御
支
援
を
厚

く
承
り
ま
す

よ
う
、
伏
し
て

お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

五
二
回

安
田

雅
彦
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関東支部総会＆懇親会
２０１４年６月７日 霞が関ビル・東海大学校友会館

～４の回が担当しました～

４
の
回

活
動
報
告

今
年
の
関
東
支
部
総
会
は
六
月
七
日
（
土
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
ま

す
恒
例
の
基
調
講
演
は
「
高
知
家
」
～
誕
生
物

語
。
～
と
題
し
て
㈱
電
通
の
シ
ニ
ア
・
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
安
田
雅
彦
さ
ん

（
五
二
回
生
）
に
依
頼
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い

内
容
の
講
演
で
、
改
め
て
高
知
の
こ
と
を
考
え

直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
も
講
演
会
で
の
内
容
を
反
映
さ
せ

よ
う
と
七
四
・
八
四
回
生
が
大
い
に
奮
起
。
土

佐
の
伝
統
的
な
お
座
敷
遊
び
で
あ
る
「
し
ば
て

ん
踊
り
」
と
「
菊
の
花
」
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
講
演
し
て
頂
い

た
安
田
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、
事
前
に
相
当
練

習
を
し
て
き
た
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本

番
で
は
な
か
な
か
の
芸
達
者
振
り
を
発
揮
し
て

く
れ
て
大
い
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
高
知
県
地
産
外
商
公
社
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
高
知
県
の
特
産
品
販
売

も
実
施
。
お
か
げ
さ
ま
で
好
評
を
頂
き
、
売
上

げ
も
上
々
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
特
別
企
画
と

し
て
今
年
一
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
直
木

賞
作
家
の
坂
東
眞
砂
子
さ
ん
（
五
一
回
生
）
を

偲
ぶ
コ
ー
ナ
ー
と
、
同
じ
く
現
役
の
女
流
棋
士

で
あ
る
島
井
咲
緒
里
さ
ん
（
七
四
回
生
）
に
よ

る
詰
め
将
棋
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
こ
れ
ら
の
企

画
も
大
変
好
評
を
頂
き
、
懇
親
会
に
と
て
も
素

敵
な
色
を
添
え
て
く
れ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

準
備
に
際
し
ま
し
て
は
大
変
な
部
分
も
多
々

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
自
分
の
中
の
「
高

知
県
」
「
土
佐
校
」
が
と
て
も
大
切
な
位
置
づ

け
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
総
会
で
し
た
。

窪
田
淳
夫
（
六
四
回
）

◆
土
佐
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支
部
新
役
員

支
部
長

森

郁
夫
（
四
一
回
生
）
留
任

幹
事
長

市
川

直
介
（
五
三
回
生
）
留
任

事
務
局
長

二
宮

潔
（
四
九
回
生
）
留
任

副
幹
事
長

前
田

憲
一
（
三
七
回
生
）
新
任
・
筆
山
会
連
携

黄
川
久
美
子
（
四
七
回
生
）
留
任

川
上

司
（
五
二
回
生
）
新
任
・
名
簿
補
佐

澤
田

和
英
（
五
三
回
生
）
新
任

濱
田

知
佐
（
五
六
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

宮
崎

晶
子
（
六
七
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

加
藤

丈
典
（
七
六
回
生
）
留
任
・
若
手
の
会

澤
田

千
紘
（
七
八
回
生
）
留
任
・
若
手
の
会

会
計
監
査

幸
徳

正
夫
（
三
七
回
生
）
留
任

森
木

隆
裕
（
五
九
回
生
）
留
任

会
計

北
村

悠
夏
（
八
三
回
生
）
新
任

会
計
補
佐

川
上

正
衡
（
五
八
回
生
）
新
任
・
会
計
か
ら

◆
常
任
幹
事

名
簿
委
員
長

深
田

晋
平
（
七
三
回
生
）
新
任

筆
山
編
集
長

中
平
公
美
子
（
五
九
回
生
）
新
任
・
副
幹
事
長
か
ら

Ｈ
Ｐ
編
集
長

筒
井

康
賢
（
四
一
回
生
）
留
任

総
会
世
話
役

西
森

さ
と
（
五
七
回
生
）
留
任

顧
問

曽
和

純
一
（
十
六
回
生
）
留
任

宮
地

貫
一
（
二
一
回
生
）
留
任

浅
井

伴
泰
（
三
十
回
生
）
留
任

溝
渕

真
清
（
三
二
回
生
）
留
任

佐
々
木
泰
子
（
三
三
回
生
）
留
任

大
石

和
男
（
四
十
回
生
）
留
任

岩
村

康
生
（
四
一
回
生
）
留
任

鶴
和

千
秋
（
四
一
回
生
）
留
任

退
任

永
森

裕
子
（
四
四
回
生
）
筆
山
編
集
長
退
任

長
谷

至
誠
（
七
六
回
生
）
副
幹
事
長
退
任

【上】講演後、安田雅彦さん

（５２回）へ花束贈呈

【右上】母校の近況を報告する

山本芳夫校長（４０回）

【右下】はちきん会世話役代表交代

【左上】総合司会は田中啓三さん

（４４回）
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窓
の
外
を
見
上
げ
る
と
い
つ
の
間
に
か
、

青
葉
の
季
節
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
の
名
編

集
長
が
、
ご
都
合
で
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、

こ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
休
刊

と
い
う
話
も
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
新
聞
部
に
い
た
身

と
し
て
は
、
一
度
ス
ト
ッ

プ
す
る
と
、
再
刊
は
ま
ま

な
ら
な
い
、
思
わ
ず
二
年

間
な
ら
、
と
お
引
受
け
し

ま
し
た
。
二
年
後
に
は
、

生
活
の
シ
フ
ト
が
高
知
に

な
る
か
ら
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
私
自
身
、
昨
年
の

夏
、
高
知
に
帰
省
中
、
深

刻
な
病
気
が
わ
か
り
、
医
大
で
手
術
、
三
か

月
入
院
、
今
も
毎
週
東
京
か
ら
通
っ
て
お
り

ま
す
。
「
段
つ
ん
だ
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
次
期
編
集
長
に
お
願
い
し
て

あ
っ
た
中
平
公
美
子
さ
ん
に
一
回
早
く
一
二

月
号
か
ら
登
場
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
印
刷
工
房
担
当
の
勝
田
千
砂
さ

ん
（
七
二
回
）
、
こ
の
方
が
縁
の
下
の
力
持

ち
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
こ

の
お
二
人
の
コ
ン
ビ
に
暖
か
い
声
援
を
送
っ

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

四
四
回

永
森
裕
子
（
写
真
右
）

編
集
員
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た

の
は
二
年
前
の
こ
と
。
親
の
介
護

を
終
え
、
子
供
二
人
が
大
学
生
と

な
っ
た
専
業
主
婦
は
、
初
体
験
で

の
刺
激
が
欲
し
い
頃
で
し
た
。
昨

年
、
突
然
編
集
長
の
仕
事
を
引
き

受
け
た
時
の
不
安
は
、
今
も
大
き

く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
皆
様
が

快
く
執
筆
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ

り
が
た
い
で
す
。
編
集
長
の
仕
事

は
、
カ
・
イ
・
カ
・
ン
！
と
は
言

い
難
い
刺
激
で
す
が
、
頭
の
筋
肉
と
体
力
を

使
い
、
届
い
て
嬉
し
い
『
筆
山
』
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
・
編
集
長

五
九
回

中
平
公
美
子

『筆
山
』編
集
長
交
代
の
ひ
と
こ
と

新・卒業生の８９回生をご招待！しばて

ん踊りや菊の花、女流棋士・島井咲緒里

さん（７４回）による将棋講座、板東眞

砂子さん追悼コーナーなど工夫がちりば

められた懇親会でした！
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母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

関
東
支
部
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
母
校
に

対
し
格
別
の
ご
支
援
ご
厚
情
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
創
立
百
周
年
記
念
に
向
け
て

二
〇
二
〇
（
平
成
三
二
）
年
十
一
月
十
八
日
に

迎
え
る
創
立
百
周
年
記
念
日
ま
で
六
年
余
り
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
向
け

て
、
今
年
度
中
に
百
周
年
記
念
事
業
を
検
討
す
る

組
織
を
立
ち
上
げ
、
同
窓
会
を
は
じ
め
各
方
面
の

ご
賛
同
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
記
念
事
業

計
画
の
構
想
と
具
体
策
を
固
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
今
後
同

窓
生
の
皆
様
に
は
色
々
な
形
で
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は
ど

う
か
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て

今
年
の
大
学
入
試
の
結
果
（
総
括
）
は
次
表
の

通
り
で
す
。
前
年
と
比
べ
、
新
卒
者
（
八
九
回
生
）

の
現
役
合
格
率
、
国
公
立
合
格
者
数
と
も
大
幅
に

上
昇
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
公
立
医
学
部
合

格
者
も
前
年
以
上
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
し
か
し
反
面
、
い
わ
ゆ
る
難
関
大
合
格

者
は
若
干
減
少
し
、
中
で
も
東
大
、
京
大
合
格
者

が
低
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
既
卒
生
は
難

関
大
学
、
国
公
立
医
学
部
と
も
堅
調
な
成
績
で
あ

り
ま
し
た
。
尚
、
主
要
大
学
合
格
者
数
に
つ
き
ま

し
て
は
学
校
Ｈ
Ｐ
・
「
進
路
の
部
屋
」
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

○
高
校
県
体
な
ど
各
種
大
会
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
し
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
校
生
の

部
は
、
五
月
下
旬
（
水
泳
は
六
月
下
旬
）
開
催
の

高
校
県
体
に
は
一
七
競
技
に
三
二
三
名
（
男
子
二

〇
五
名
、
女
子
一
一
八
名
）
の
選
手
団
を
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
四
国
大
会
へ
、

そ
し
て
八
月
に
東
京
な
ど
四
都
県
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
『
南
関
東
総
体
』
へ
の
出
場
権
獲

得
を
目
指
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
七
月
に
は
「
夏
の
甲
子
園
」
に
向
け
て
の
全

国
高
校
野
球
選
手
権
県
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
一

方
、
中
学
生
の
部
は
、
六
月
か
ら
高
知
市
体
が
始

ま
り
、
県
体
、
全
国
大
会
へ
と
日
程
が
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
へ
の
出
場
と
果
敢
な

挑
戦
を
通
し
て
、
今
年
も
「
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

の
文
武
両
道
の
達
成
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
高
一
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

今
年
も
十
一
月
十
七
日
か
ら
二
一
日
の
日
程
で

恒
例
の
高
一
生
の
東
京
・
京
都
の
修
学
旅
行
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
中
で
も
東
京
圏
で
の
コ
ー

ス
別
一
日
研
修
は
生
徒
に
と
っ
て
は
今
後
の
進
路

を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
実
体
験
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
研
修
実
施
に
当
た
っ
て
は
例
年
関
東
支

部
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

向
後
暑
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
々
様
の
ご

自
愛
と
ご
清
祥
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
近
況
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
・
平
成
二
十
六
年
五
月
二
〇
日

母 校 便 り 学校長 山本 芳夫 （４０回生）

年度 ２６年度 前年度

現役合格率 ７１．２％ ６３．９％

国公立

現役合格者
１１９名 ９５名

難関１０大学＊
４７名

（現２３名）

５１名

（現２５名）

国公立・医学部

＜医学科＞

２７名

（現１０名）

２１名

（現９名）

＊旧帝大：一橋・東京工・神戸

本年度：東大５名（現１名）

京大７名（現１名）

４月８日（火） 土佐中学入学式が行われ

第９５回生２６１名が入学
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関東支部の皆さん、日頃は同窓会本部に格
別のご支援をいただき、ありがとうございま
す。ところで、皆さんのふるさと高知は、こ
こ十年間に人口減少が急速に進んでいます。
先頃の地元紙の報道によると２００４年に８
１万４千人あった県人口は、昨年７４万５千
人となり、７５万人を切ったとの事。このま
ま推移すると、２０４０年には５１万２千人
になるとの予測もあり、出生率の改善や、都
市部への人口流出の抑制、県内への移住の促

進等が、県勢の重要な課題となっています。

◎２０１５会員名簿発行について
さて、本部常任役員会は、新校舎内に設けられた同

窓会室で、岡内会長中心にほぼ毎月一回開かれていま
す。前回の主な議題は、５年に一度発行している同窓
会会員名簿をどうするかでした。いつも検討されるの
は個人情報保護、目的外利用防止の観点から、名簿を
紙ベースで作り、郵送するという現在のやり方をいつ
まで続けるかです。
同窓会本部財政の多くを、この名簿発行の広告料、

協力金に依存している現状を踏まえ、来年末の発行に
向けて準備を進めていくこととなりました。皆さんに
はあて先不明の同窓生の最新の情報提供についてご協
力をお願いします。
なお、各会員への名簿調査は来年５月連休明けを予

定しています。

◎２０１４ホームカミングデーについて
今年のホームカミングデーは企画運営を「４の回」

の実行委員が担当。実行委員長の坂本高明さん（４４
回生））を中心にユニークなイベントが企画されてい
ます。詳しいご案内は７月中旬に皆さんのお手元に届
きます、お誘い合わせの上ご参加下さい。

日時：８月１６日（土）
イベント：１２時～１６時３０分＠土佐高校
＊筆山ホール講演

…中澤卓史前高知県教育長（４５回）
＊特別授業…酒井満先生
＊着物イベント…美馬勇作氏（６５回）
＊寄席と笑いヨガ…大野沙耶花氏（８４回）

ほか
懇親会：１８時～＠ザ・クラウンパレス新阪急

横田整二（４０回生）

土佐４０会・卒業５０年の集いを開催
日程：１１月１５日（土）（龍馬生誕の日）

場所：高知サンライズホテル

４０会 鍋島会長を始め推進委員が企画中。
多くの参加で盛り上げましょう！

本

部

便

り

北海道支部だより 山本隆昭（５３回）

関東支部の皆さん、こんにちは。北海道支部の基本的な活動としては、例年秋に開催して
いる支部総会と支部便りの寄稿です。本年度の北海道支部の特筆すべき事柄として、和田
健夫支部長（４４回生）が、今年４月に国立大学法人小樽商科大学第１０代学長に就任さ
れました。和田支部長は幹事長も兼任されており、ますますお忙しくなりそうです。今年
の支部総会の日程は決まり次第連絡しますが、あまり寒くなく、紅葉が楽しめそうな頃に
しようかと思っています。総会へのご参加をお待ちしております。今後も北海道支部を宜
しくお願い致します。

東海支部だより 瀬沼憲司（６４回）

関東支部の皆様、こんにちは。去る５月２４日、
名古屋駅近くにて総会を開催いたしました。１０
年以上にわたり支部長としてご尽力いただいた久
保地支部長が顧問に就任し、新たに前田支部長
（３８回生）を選任いたしました。懇親会では３
０名程のアットホームな雰囲気の中、楽しい時間
を過ごし、最後に一同で校歌を斉唱いたしました。
ところで、私はフランスから続けている現地観戦
の為、サッカーワールドカップの地、ブラジルに
行って参ります。帰ってきましたら皆様と日本サッ
カーについてお話しできればと思っております。

関東支部の皆さん、こんにちは。「うどん県」で
話題を呼んだ香川県ですが、最近は「うどん県、
それだけじゃない香川県」でも売り出し中です。
その中でも特にお勧めしたいのが、骨付鳥。鳥の
骨付もも肉をニンニクの効いたスパイスで味付け
し、表面はパリッと、身はジューシーに焼き上げ
たボリューム満点の一品で、アツアツを頬張ると
ビールとの相性は抜群！さて、香川支部では毎年
７月の第１土曜日に七夕総会を開催しています。
ぜひこの機会に讃岐うどんと合わせて、「それだ
けじゃない香川県」を味わいにお越しください。

広島支部だより 森沢範康（５０回）

関東支部のみなさま、こんにちは。幹事の森沢と
申します。ＧＷはいかがお過ごしでしたか？小生
は、後半４連休に帰高、お墓参りで良い気分転換
になりました。さて、ただいま広島県・愛媛県エ
リアにて「瀬戸内しまのわ ２０１４」～１０月
２６日（日）が開催中です。広島県尾道市辺りか
ら、しまなみ海道を通り愛媛県へサイクリング。
島々を眺めながらグルメやイベントを楽しんでみ
ませんか。最後に、今年の広島支部総会は、１１
月２９日（土）に広島市内で開催です。女性の多
い、アットホームな雰囲気をお楽しみに。是非、
広島へお越し下さい。

香川支部だより 安岡和浩（７５回）

支

部

便

り

関東支部の皆様、こんにちは。関西支部では今
年度の総会・懇親会を４月１３日（日）に大阪
で開催致しました。今年度は役員改選がござい
ましたので、新役員を紹介させて頂きます。
【支部長】田辺曉人（４５回）【幹事長】原田
和人（５６回）【事務局長】藤原由親（６５回）
【顧問】永野元玄（２９回）中塚頼彦（３１回）
山下成子（３２回）川﨑美栄子（４２回）。今
後とも何卒よろしくお願い申し上げます。最後
に、来年度総会は４月に京都での開催を予定し
ています。京都観光を兼ね、ぜひご参加頂きた
いと思います。お待ちしております。

関西支部だより 原田和人（５６回）

■支部総会・懇親会
６月７日（土）大学一年生の８９回生を招待

し、末尾４の回生の献身的な協力のもと、実に
盛大に開催されました。総会で報告・審議され
た主な活動方針は、次の３点です。

①役員改選・新役員は２ページにてご紹介。
②学年幹事の見直し

事務局・常任幹事会にて、年内を目処に各学
年幹事の再編・明確化を行い、次回の学年幹事
会にご提案します。
③「はちきん会」１０月４日（土）１２時から

銀座・ＤＡＺＺＬＥ（ダズル）にて。濱田知
佐さん（５６回生）によるワイン講習会。（詳
細は同封パンフレットにて）

■記念講演
高知県庁と高知県地産外商公社から事業受託

し、『高知家』キャンペーンを遂行中の安田雅
彦さん（５２回生）。高知の魅力と故郷を支え
る思いを語られた。会場内にカラオケ配信中の
「高知家の唄」（作曲・岡本真夜・歌・島崎和
歌子）が流れると、高知を想う気持ちは最高潮
に、拍手喝采となった。「みんなぁがひとつの
大家族」を実感しての懇親会は、４の回生の多
彩な企画で大いに盛り上がった。（１頁参照）

関東支部だより 中平公美子（５９回）



二
年
前
に
、
昔
の
友
人
に
会
い
た
く
て

関
東
支
部
総
会
＆
懇
親
会
に
出
席
し
た
際
、

突
然
当
時
の
泉
谷
支
部
長
に
呼
び
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
席
で
泉
谷
さ
ん
か
ら
、
関

東
支
部
支
部
長
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
と
の

申
し
渡
し
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。
正
直
私

と
し
て
は
、
本
来
協
調
性
が
高
い
人
間
で

も
な
く
、
面
倒
見
は
ま
る
で
悪
い
人
間
で

あ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
断

り
す
る
積
も
り
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
時
泉
谷
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉

は
「
断
れ
な
い
よ
」
と
い
う
一
言
と
、
続

い
て
「
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
有
る
も

ん
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

当
時
私
は
、
勤
め
て

い
た
会
社
の
社
長
を
辞

し
、
後
任
者
に
託
し
た

時
期
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
私
が
次
期
社
長

に
対
し
て
言
っ
た
言
葉

が
「
断
れ
な
い
よ
」
と

い
う
、
全
く
同
じ
言
葉
だ
っ

た
の
で
す
。
自
分
が
選
ん

だ
人
間
に
後
を
託
す
、
こ

の
事
が
選
ぶ
人
間
に
と
っ

て
は
ど
れ
だ
け
大
変
な
事

か
を
実
感
し
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
事
。
も
う
一
つ
、

そ
れ
よ
り
六
年
前
に
当
時

の
社
長
か
ら
次
期
社
長
を

や
る
よ
う
に
指
名
さ
れ
た

時
に
、
正
直
躊
躇
し
た
の

で
す
が
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
諸
先
輩
や
社
会
に
対
し
、
恩
返

し
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
巡
り
合
わ
せ
で

私
に
め
ぐ
っ
て
来
た
役
割
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
な
お
し
て
、
重
責
を
お
受
け
し

た
事
、
そ
れ
ら
の
事
が
頭
の
中
を
め
ぐ
り
、

支
部
長
を
お
受
け
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
泉
谷
先
輩
と
の
交
流

は
そ
れ
か
ら
の
事
で
あ
り
、
想
い
出
と
し

て
語
る
人
間
と
し
て
は
不
十
分
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
先
輩
は
昔
か
ら
も
ろ
も
ろ
の
活
動
に

参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ

私
自
身
は
そ
の
場
に
参
加
し
て
い
た
訳
も

な
く
、
そ
の
時
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る

資
格
も
想
い
出
も
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
私
と

し
て
は
、
泉
谷
先
輩
が
支
部
長
の
役
割
を

ひ
か
れ
た
そ
の
後
も
、
関
東
支
部
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
度
に
、
当
時
少
し
不
自
由
で

あ
ら
れ
た
身
体
を
、
杖
を
突
き
な
が
ら
毎

回
出
席
な
さ
る
、
そ
の
土
佐
高
に
対
す
る

情
熱
に
心
を
動
か
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

先
輩
の
想
い
を
充
分
に
引
き
継
い
で
い
く

事
が
、
私
に
出
来
る
か
ど
う
か
自
信
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
み
ま
す
。

永
い
間
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

泉
谷
君
、
幽
明
界
を
異
に
す
る
こ
と
と

な
り
、
残
念
か
つ
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

君
と
は
、
高
校
の
三
年
間
同
級
生
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
家
を
行
き
来
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
し
、
喧
嘩
を
し
た
記
憶
も
な
い
。

君
が
市
内
、
僕
は
後
免
に
在
住
し
て
い
た

こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
君
と
の

付
き
合
い
が
深
く
な
っ
た
の
は
、
就
職
し

て
相
当
経
過
し
て
か
ら
で
あ
る
。
同
期
会

「
二
九
の
会
」
で
再
会
し
て
か
ら
、
飲
み

友
達
と
な
っ
た
。
「
土
佐
」
、
「
桂
浜
」
、

「
土
佐
酒
蔵
」
な
ど
は
君
の
紹
介
し
て
く

れ
た
場
所
だ
。

君
が
三
菱
石
油
株
式
会
社
の
社
長
を
し

て
い
た
時
、
僕
は
そ
の
会
社
関
連
の
石
油

備
蓄
会
社
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
君
の

言
葉
は
一
言
。
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
」
。
続
い
て
「
君
の
先
輩
の
引
き
継

ぎ
か
。
バ
ラ
の
木
会
に
入
れ
」
。
「
バ
ラ

の
木
会
」
と
は
、
土
佐
高
出
身
者
で
石
油

関
連
会
社
関
係
者
の
集
ま
り
と
い
う
。
提

唱
者
は
泉
谷
君
と
か
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー

は
六
十
有
余
名
。
酒
を
愛
し
、
旅
行
・
ゴ

ル
フ
で
英
気
を
養
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

感
謝
。

君
が
土
佐
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
関
東

支
部
の
支
部
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
決

定
し
た
後
、
君
か
ら
支
部
の
監
査
を
し
ろ

と
の
電
話
が
あ
っ
た
。
固
辞
し
た
が
、
君

の
強
引
さ
に
負
け
て
引
き
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
君
は
支
部
長
在
任
中
、

体
調
を
崩
し
て
入
院
し
た
。
会
社
に
関
連

す
る
事
件
の
心
労
に
因
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
退
院
後
、

同
級
生
で
お
祝
い
の
会
を

開
い
た
が
、
杖
が
君
の
生

涯
の
友
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。君

は
、
杖
を
突
き
な
が

ら
も
同
窓
会
の
支
部
長
を

務
め
て
い
た
。
あ
る
時
支

部
長
の
後
任
を
決
め
る
会

議
開
催
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
。
役
員
の
中
に
、
交
替

を
考
え
た
者
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
人

か
の
候
補
者
の
名
前
が
あ
が
り
、
君
が
折

衝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
小
生
も
こ
の

機
会
に
身
を
引
く
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、

後
任
を
推
薦
し
ろ
と
の
こ
と
。
僕
は
、
適

任
者
と
思
う
後
輩
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

快
諾
を
得
て
役
員
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
君
の
後
任
は
難
航
し
た
ら

し
い
。
支
部
長
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
予
期
し
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
同
窓
会
の
会
合
に
出
席
す
る
た

め
、
休
み
休
み
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
、
早
く
後
任
が
見
つ
か
ら
な
い
か
と
願
っ

た
も
の
で
あ
る
。

支
部
長
の
後
任
が
決
ま
っ
て
こ
れ
か
ら

と
い
う
時
、
細
君
を
亡
く
さ
れ
た
。
同
級

生
有
志
で
慰
め
の
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

思
い
の
外
元
気
そ
う
だ
っ
た
の
で
一
安
心

し
た
。
た
だ
、
男
寡
で
大
丈
夫
か
と
い
う

不
安
が
胸
を
過
っ
た
が
、
影
響
は
な
か
っ

た
の
か
。

今
は
、
君
の
冥
福
を
祈
る
の
み
。
あ
の

世
で
奥
さ
ん
と
再
会
さ
れ
て
楽
し
く
過
ご

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
雰
囲
気
の

良
い
酒
場
を
見
つ
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
た
飲
も
う
で
は
な
い
か
。

( 6 )

追
悼
・
泉
谷
良
彦
氏

お
別
れ
の
会

十
二
月
二
日

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
〈
平
安
の
間
〉

泉
谷
支
部
長
の
想
い
出

関
東
支
部
支
部
長

森

郁
夫
（
四
一
回
）

泉
谷
く
ん
を
悼
む

二
九
回
Ｈ

野
村
京
生



二
〇
一
三
年
の
秋
、
所
用
で
東
京
か
ら

戻
っ
て
き
た
私
の
も
と
に
「
泉
谷
良
彦
さ

ん
お
別
れ
会
」
の
報
せ
が
届
い
て
居
ま
し

た
。
そ
の
日
、
私
の
句
帖
に
、
「
月
歪
む

サ
ヨ
ナ
ラ
も
無
く
逝
き
し
君
」
と
あ
り
ま

す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
は
高
知

県
人
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
泉
谷
さ
ん
（
今

後
、
彼
と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
と

同
じ
時
期
、
土
佐
中
・
高
で
同
じ
空
間
に

生
き
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
当

時
の
彼
の
記
憶
は
朧
気
で
す
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
後
、
私
は
東
京
銀
座

で
生
き
、
薔
薇
の
木
と
い
う
小
さ
な
店
を

持
ち
、
そ
の
頃
に
、
お
会
い
し
ま
し
た
。

立
派
に
な
ら
れ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
う

男
と
し
て
、
豪
儀
で
熱
意
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
大
胆
で
好
奇
心
に
富
み
、
ジ
ョ
ー

ク
を
飛
ば
し
て
笑
顔
の
似
合
う
人
で
し
た
。

交
友
関
係
が
多
彩
で
、
作
曲
家
、
俳
優
女

優
さ
ん
、
警
察
の
か
た
、
宗
教
者
な
ど
、

そ
し
て
土
佐
高
の
石
油
の
仕
事
の
人
達
と
。

彼
は
人
情
の
機
微
に
敏
感
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
周
囲
の
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
バ
ブ
ル
の
時
代
、

華
美
で
無
頼
な
気
配
の
男
達
と
は
ち
が
っ

て
、
芯
の
真
っ
直
ぐ
な
誠
実
さ
が
人
々
を

惹
き
つ
け
た
と
思
い
ま
す
。

ス
リ
ー
ダ
イ
ヤ
を
誇
り
に
し
、
な
に
よ

り
故
郷
土
佐
を
愛
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

一
度
涙
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
『
親
友
と

く
さ
ん
が
逝
っ
て
し
ま
っ
て
ゆ
る
せ
な
い
』

柩
に
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
三
十
年
を
注
い
だ
そ

う
で
、
私
は
故
郷
や
友
へ
の
強
い
感
情
が

直
ぐ
に
は
理
解
で
き
ず
に
居
ま
し
た
が
、

そ
の
紅
潮
し
た
顔
を
見
て
、
羨
ま
し
か
っ

た
で
す
。

そ
の
後
、
私
は
店
を
閉
じ
大
阪
に
住
居

す
る
こ
と
に
な
り
、
バ
ラ
の
木
会
が
で
き

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
何
故
そ
の
名
前

な
の
か
は
「
油
虫
…
」
で
意
味
不
明
で
す
。

記
憶
を
ま
さ
ぐ
る
と
、
彼
と
語
っ
た
こ

と
が
よ
み
が
え
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
説
が
好
き
で
、
何
を
よ
ん
で
い
る
、

ど
れ
が
面
白
い
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

私
が
勧
め
た
な
か
で
は
、
お
気
に
入
り
は
、

ダ
ー
ク
・
ピ
ッ
ト
船
長
の
ク
ラ
イ
ブ
・
カ
ッ

ス
ラ
ー
、
そ
の
他
、
Ｔ
・
ク
ラ
ン
シ
ー
、

Ｂ
・
フ
リ
マ
ン
ト
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ル
カ
レ

な
ど
…
互
い
に
感
想
を
や
り
と
り
し
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
昭
和
一
桁
世
代
が
受
け
た
敗
戦
、

そ
れ
ま
で
の
イ
デ
ア
の
崩
壊
、

今
が
現
で
は
な
い
よ
う
な
感

覚
、
そ
ん
な
事
を
遠
慮
な
く

語
り
合
い
ま
し
た
。

私
が
知
ら
な
い
昔
の
高
知

や
お
祖
父
さ
ま
の
話
、
一
弦

琴
の
名
手
の
お
ば
さ
ま
の
こ

と
な
ど
伺
い
ま
し
た
。

路
地
の
奥
の
バ
ー
、
気
の

利
い
た
小
料
理
屋
に
お
供
し
ま
し
た
。
健

啖
家
で
味
に
敏
感
で
し
た
が
、
贅
沢
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
酒
は
時
に
応

じ
て
、
種
々
で
、
強
い
方
で
、
楽
し
い
良

い
お
酒
で
す
。
江
戸
前
の
甘
い
厚
焼
卵
が

大
好
き
で
蕎
麦
や
で
注
文
す
る
時
、
恥
ず

か
し
そ
う
に
す
る
の
で
私
が
代
わ
り
に
頼

み
ま
し
た
。
パ
イ
プ
タ
バ
コ
を
吹
か
し
、

銘
柄
は
ハ
ー
フ
・
ア
ン
ド
・
ハ
ー
フ
だ
っ

た
か
、
こ
の
も
し
い
香
り
が
し
て
い
ま
し

た
。私

が
大
阪
に
き
た
頃
は
、
あ
ち
こ
ち
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
リ
ー
ダ
イ
ヤ
が
風
景
と

し
て
あ
り
ま
し
た
が
現
在
は
見
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
居
の
直
ぐ
近

所
に
土
佐
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
よ
く

手
入
れ
さ
れ
桜
の
名
所
で
、
花
の
季
節
は

朱
い
毛
氈
の
屋
台
も
出
て
い
ま
す
。
鳥
居

や
石
灯
籠
は
、
明
治
か
ら
の
三
菱
系
の
会

社
の
名
前
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
創
立
者

の
岩
崎
翁
が
篤
く
信
仰
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
彼
も
大
阪
勤
務
の
時
は
、
支
店
総
出

で
初
参
り
を
し
た
そ
う
で
す
。
今
年
も
三

月
末
見
事
に
咲
き
そ
め
ま
し
た
。

『
泉
谷
良
彦
さ
ん
』
と
は
、
私
に
と
っ

て
何
だ
っ
た
の
か
、
猪
ど
し
、
Ａ
Ｂ
型
、

て
ん
び
ん
座
の
男
前
、
こ
の
世
的
に
は
、

困
難
な
こ
と
を
や
り
遂
げ
て
、
最
も
尊
敬

す
る
年
下
の
友
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
は
十
三
次
元
ぐ
ら
い
の
世
界
か

ら
、
三
次
元
の
私
を
見
て
、
あ
か
ん

べ
ー
を
し
て
い
る
か
も
。

健
気
に
生
き
た
彼
の
笑
顔
を
忘
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
佐
稲
荷
の
桜
は
、
い
ま
半
ば
花

半
ば
青
葉
で
す
。

「
我
ら
ま
た
一
片
な
る
に
花
降
る
日
」

泉
谷
良
彦
さ
ん
、
有
り
難
う
。

( 7 )

昨
年
十
二
月
、
演
出
家
竹
邑
類
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
宝
塚
歌
劇
の
大

舞
台
か
ら
小
劇
場
ま
で
、
ま
た
中
島
み

ゆ
き
は
じ
め
人
気
ス
タ
ー
の
ワ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
の
脚
本
、
演
出
、
振
り
付
け
を

手
が
け
る
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
た
。

最
後
の
仕
事
と
な
っ
た
「
ク
ア
ト
ロ
」

の
稽
古
場
で
は
、
声
が
出
な
か
っ
た
彼

は
白
板
を
使
っ
て
筆
談
で
演
出
を
続
け

た
と
い
う
。

高
校
時
代
、
彼
が
演
出
し
た
運
動
会

の
「
越
天
楽
」
は
和
の
音
楽
と
衣
装
が

画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
今
で
も
ク
ラ

ス
会
で
は
話
題
に
登
る
。

高
校
卒
業
後
、
彼
が
歩
ん

だ
道
は
ま
だ
誰
も
行
っ
た
こ

と
が
な
い
道
で
あ
っ
た
。
上

京
し
て
学
生
と
ア
ル
バ
イ
ト

を
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
、
ほ

か
の
時
は
持
ち
前
の
嗅
覚
で

芸
術
家
や
芸
術
家
の
卵
達
の

た
ま
り
場
で
あ
っ
た
新
宿

「
風
月
堂
」
や
モ
ダ
ン
ジ
ャ

ズ
喫
茶
「
キ
ー
ヨ
」
で
何
か

を
求
め
な
が
ら
も
そ
れ
を
形
に
で
き
な

い
で
い
た
。
そ
ん
な
折
、
三
島
由
紀
夫

が
ひ
と
り
で
店
に
現
れ
る
。
竹
邑
は
迷

わ
ず
チ
ャ
ン
ス
の
神
の
前
髪
を
掴
み
、

そ
れ
が
二
人
の
出
会
い
だ
っ
た
。
ほ
ど

な
く
三
島
は
竹
邑
を
モ
デ
ル
に
少
年
ピ
ー

タ
ァ
の
物
語
、
短
編
小
説
「
月
」
を
書

き
、
二
人
は
時
に
子
供
の
よ
う
に
友
達

と
し
て
付
き
合
っ
た
。

や
が
て
彼
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団

「
ザ
・
ス
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
立

ち
上
げ
る
。
数
年
後
、
寺
山
修
司
の

「
天
井
桟
敷
」
唐
十
郎
の
「
紅
テ
ン
ト
」

を
は
じ
め
と
す
る
小
劇
場
ブ
ー
ム
が
起

こ
る
が
そ
の
魁
だ
っ
た
。

絶
筆
と
な
っ
た
「
呵
呵
大
将
」
（
新

潮
社
）
に
は
三
島
と
の
出
会
い
と
交
流

が
竹
邑
類
の
大
切
な
宝
物
の
よ
う
に
し

た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

竹
邑
類
さ
ん
を
悼
む

三
五
回

田
中
美
樹

泉
谷
良
彦
さ
ん
と

バ
ラ
の
木
会
と
薔
薇
の
木

二
〇
一
四
年
四
月
十
日

酒
井
芳
美

薔薇の木会とは

エネルギー業界に携わ
る関東在住の土佐人の
集い。１９９０年に発
足。初代会長は泉谷氏。
（石）油虫は薔薇の木
に集まるという事から
命名された。又、酒井
様のお店が会の名の由
来とも言われている。

（編集部）

©居坂和典



筆
山
会
の
新
年
会
が
新
春
一
月
十
一
日
、

三
年
連
続
で
明
治
神
宮
間
近
の
代
々
木
倶

楽
部
で
正
午
よ
り
開
か
れ
た
。
会
は
前
田

憲
一
新
幹
事
（
三
七
回
）
が
、
中
央
線
、

京
王
線
、
小
田
急
線
が
人
身
事
故
で
遅
延

が
出
て
い
る
た
め
、
少
し
遅
れ
て
来
る
人

も
い
ま
す
が
、
定
刻
と
な
り
ま
し
た
の
で

新
年
会
を
始
め
ま
す
、
と
不
可
抗
力
で
遅

れ
る
同
窓
生
へ
の
気
遣
い
の
言
葉
を
添
え

た
司
会
の
も
と
、
森
健
会
長
（
二
三
回
）

の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
会
長
は
、
多
数
の

参
加
を
頂
い
た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
、
О

Ｂ
・
О
Ｇ
の
方
々
が
幸
せ
を
感
じ
る
一
年

と
し
て
頂
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
人

と
人
と
の
交
わ
り
を
大
切
に

し
て
和
を
構
築
す
る
こ
と
が

最
低
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て

複
数
の
同
窓
会
の
連
携
を
は

か
り
、
六
十
回
余
と
開
い
た

同
窓
生
の
年
齢
差
を
埋
め
る

た
め
に
も
人
と
人
と
の
交
わ

り
を
大
切
に
す
べ
き
旨
を
格

調
高
く
話
さ
れ
た
。
毎
月
気

楽
に
語
り
合
え
る
ラ
ン
チ
会

（
＊
）
も
開
い
て
い
る
の
で

是
非
ご
参
加
頂
き
た
い
と
、
最
後
ま
で
、

人
と
人
と
の
交
流
の
大
切
さ
に
思
い
を
馳

せ
つ
つ
挨
拶
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

乾
杯
の
発
声
は
例
年
通
り
二
一
回
の
宮

地
貫
一
大
先
輩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同

窓
会
が
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
お
集
ま
り
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
母
校
の
発
展
を
願
っ
て
カ
ン
パ
ー
イ
！

宮
地
先
輩
の
若
さ
に
見
習
う
べ
し
と
会
は

一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。

続
い
て
森
郁
夫
関
東
支
部
支
部
長
（
四

一
回
）
が
「
若
い
方
の
森
で
す
」
と
場
内

の
空
気
を
和
ま
す
一
声
か
ら
、
三
七
、
三

八
回
生
が
多
数
参
加
さ
れ
会
が
盛
会
で
あ

る
こ
と
は
何
よ
り
で
す
と
新
幹
事
の
前
田

氏
に
労
り
の
言
葉
を
添
え
ら
れ
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
お
蔭
で
経
済
も
上
向
い
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
公
共
事
業
が
盛
ん
に
な
っ

て
高
知
の
方
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
円
が
安
い
方
に
ふ
れ
て
円
安
で
は
な

く
超
円
高
が
是
正
さ
れ
て
百
円
前
後
に
な
っ

て
い
る
。
一
円
の
円
安
に
な
る
と
八
十
億

円
の
収
益
増
と
な
る
会
社
も
あ
る
。
し
か

し
、
輸
入
業
者
に
は
厳
し
い
わ
け
で
、
も

ろ
手
を
挙
げ
て
は
喜
べ
な

い
と
の
話
は
弱
者
へ
の
気

遣
い
で
あ
り
、
経
済
界
の

重
鎮
と
し
て
の
森
氏
の
人

柄
で
あ
ろ
う
。

し
ば
し
歓
談
の
後
、
西

内
一
前
幹
事
（
三
十
回
）

か
ら
昨
年
を
総
括
し
て
三

つ
の
話
を
さ
れ
た
。
一
つ

目
は
、
何
と
言
っ
て
も
二

十
年
振
り
の
春
の
選
抜
出

場
で
あ
る
。
優
勝
し
た
浦
和
学
院
に
一
回

戦
で
敗
退
す
る
も
出
場
に
こ
そ
値
打
ち
あ

り
の
言
葉
に
い
や
が
う
え
に
も
会
場
は
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
。
二
つ
目
は
、
六
月
の
関
東
支

部
総
会
が
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
へ
の

担
当
回
生
へ
の
謝
意
と
参
加
同
窓
生
へ
の

感
謝
で
あ
っ
た
。
三
つ
目
は
、
長
く
関
東

支
部
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
故
泉
谷
良
彦

氏
（
二
九
回
）
が
同
窓
会
に
寄
与
し
た
と

こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ

ら
れ
つ
つ
、
そ
の
人
徳
を
偲
ば
れ
た
。

会
の
挨
拶
と
し
て
は
一
段
落
と
な
り
、

以
後
、
懇
親
会
の
司
会
は
中
島
宏
氏
（
三

八
回
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
ま
す
ま

す
も
っ
て
新
年
会
ら
し
い
雰
囲
気
と
な
っ

た
。各

種
行
事
・
同
好
会
と
参
加
の
お
願
い

は
、
項
目
と
担
当
者
（
発
表
者
）
の
名
前

の
み
の
列
挙
に
留
め
さ
せ
て
頂
く
。

一
．
同
窓
会
関
東
支
部
の
活
動
予
定

市
川
直
介
さ
ん
（
五
三
回
）

二
．
は
ち
き
ん
会
へ
の
お
誘
い

佐
々
木
泰
子
さ
ん
（
三
三
回
）

三
．
土
佐
中
・
高
校
卒
業
生
若
手
の
会

加
藤
丈
典
さ
ん
（
七
六
回
）

四
．
高
知
県
人
会
の
ご
案
内

岡
田
四
郎
さ
ん
（
三
八
回
）

五
．
筆
山
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ
の
ご
案
内

小
松
三
男
さ
ん
（
四
一
回
）

六
．
土
佐
高
ハ
イ
ク
の
会
へ
の
お
誘
い

馬
田
宏
さ
ん
（
三
七
回
）

七
．
囲
碁
同
好
会
の
紹
介
と
お
誘
い

野
村
京
生
さ
ん
（
二
九
回
）

八
．
大
麻
雀
大
会
開
催
の
ご
紹
介

前
田
憲
一
さ
ん
（
三
七
回
）

九
．
写
真
同
好
会
を
作
り
ま
せ
ん
か

沢
村
武
彰
さ
ん
（
三
八
回
）

引
き
続
き
、
公
文
敏
雄
さ
ん
（
三
五
回
）

( 8 )

筆山会新年会
２０１４年１月１１日（土）

「冠する土佐の名に叶へ」
幸徳 正夫（３７回）

参
加
者
は
六
五
名
。
本
年
も
盛
会
と
な
っ
た

（＊）ランチ会は、毎月第三

木曜日 十二時よりホテルニュー

オータニ ガーデンコート４

階 レストラン「ガンシップ」

にて開催。参加希望者は下記

アドレスまでご連絡ください。

前田憲一（３７回生）

kmaeda@s4.dion.ne.jp



の
ガ
ー
ナ
の
報
告
が
あ
り
、
さ

ら
に
自
由
ス
ピ
ー
チ
で
は
佐
々

木
聡
吉
さ
ん
（
三
七
回
）
、
中

平
公
美
子
さ
ん
（
五
九
回
）
、

小
路
英
明
さ
ん
（
二
九
回)

、
堀

見
淳
二
さ
ん
（
四
二
回
）
の
各

氏
が
自
己
紹
介
を
中
心
に
ス
ピ
ー

チ
さ
れ
た
。
な
お
、
カ
メ
ラ
マ

ン
役
を
一
手
に
引
き
受
け
て
頂

い
た
沢
村
氏
に
は
感
謝
感
謝
で

あ
る
。

宴
た
け
な
わ
と
雖
も
終
宴
時

間
は
迫
り
来
て
、
中
締
め
の
挨

拶
を
浅
井
伴
泰
氏
（
三
十
回
）

に
お
願
い
す
る
。
そ
の
後
、
天

造
豊
彦
氏
（
五
二
回
）
の
発
声

で
指
呼
の
間
に
は
な
い
高
知
の

土
佐
高
校
へ
エ
ー
ル
を
お
く
り
、

更
に
「
冠
す
る
土
佐
の
名
に
叶

へ
」
と
校
歌
の
大
合
唱
で
新
年

会

は

終

了

し

た

。

同

窓

生

は

「
冠
す
る
土
佐
の
名
に
叶
へ
」

が
大
好
き
な
の
で
あ
る
。

新
年
会
の
参
加
者
総
数
は
飛

び
入
り
諸
氏
を
含
め
て
六
五
名

と
ま
さ
し
く
盛
会
で
あ
っ
た
。

「
晴
れ
て
よ
し

曇
り
て
も
よ

し
不
二
の
山

も
と
の
姿
は
変

わ
ら
ざ
り
け
り
」
と
維
新
の
立

役
者
の
一
人
山
岡
鉄
舟
は
詠
ん

だ
が
、
二
つ
と
な
い
山
を
「
土

佐
高
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
在

校
生
も
卒
業
生
も
共
に
土
佐
高

の
一
点
に
お
い
て
も
と
の
姿
は

変
わ
ら
ず
誇
ら
し
く
良
し
で
は

な
い
か
。
二
次
会
で
飲
み
直
す

人
あ
れ
ば
、
同
期
で
あ
り
な
が

ら
卒
業
後
五
十
年
余
に
し
て
始

め
て
語
り
合
う
人
あ
り
、
麻
雀

大
会
の
会
場
の
下
見
に
行
く
人

あ
り
で
、
散
会
後
、
各
人
三
三

五
五
神
宮
の
森
を
後
に
し
た
。

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
の

が
同
窓
会
で
あ
る
。

( 9 )

碁
会
所
内
で
は
、
一
時
間
程
か
け
て

囲
碁
板
が
黒
と
白
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

先
輩
た
ち
は
真
剣
な
顔
で
白
熱
し
た
対

局
を
繰
り
返
す
。
前
田
憲
一
さ
ん
（
三

七
回
）
・
大
町
正
人
さ
ん
（
三
八
回
）

が
、
碁
石
の
持
ち
方
か
ら
「
ア
タ
リ
」

「
ツ
ギ
」
「
オ
サ
エ
」
等
、
囲
碁
用
語

交
え
て
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

初
心
者
で
も
大
歓
迎
さ
れ
、
楽
し
い
時

間
が
過
ご
せ
た
。
野
村
京
生
さ
ん
（
二

九
回
）
は
歴
史
・
慣
用
表
現
な
ど
碁
の

知
識
を
、
囲
碁
は
土
佐
中
時
代
か
ら
と

い
う
西
内
一
さ
ん
（
三
〇
回
）
は
碁
を

通
じ
て
の
心
の
対
話
『
手
談
』
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
く
れ
た
。

夕
食
時
も
焼
酎
片
手
に
話
が
弾
む
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
賢
く
な
っ
た
？
一
日
だ
っ

た
。

（
編
集
部
）

《
囲
碁
同
好
会
・
会
員
募
集
中
》

毎
月
第
二
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
。

現
在
会
員
は
二
十
名
程
度
。
一
局
三
十

分
か
ら
一
時
間
程
度
、
相
手
を
変
え
て

三
～
四
局
対
戦
対
局
。
一
局
対
戦
す
る

毎
に
手
持
ち
の
ハ
ン
デ
ィ
が
上
下
す
る

点
数
制
。
ボ
ケ
防
止
に
も
最
適
。
会
食

有
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
大
町
正
人

〇
八
〇
ー
五
〇
三
九
ー
三
三
五
五

【
場
所
】
人
形
町
囲
碁
倶
楽
部

水
天
宮
駅
徒
歩
一
分

中
央
区
日
本
橋
蠣
殻
町

一
ー
二
八
ー
四
ー
３
Ｆ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
／
取
材
日
記

囲
碁
同
好
会

集
中
力
は
ま
だ
ま
だ
向
上
中

ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会

第
十
一
回

日
本
研
修
旅
行
に
ガ
ー
ナ
高
校
生
二
十
名
が
八
月

一
五
日
よ
り
来
日
。
都
内
高
校
生
と
の
交
流
、
東
京
や
福
島
研

修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
『
原
宿
表
参
道
元
氣
祭
ス
ー

パ
ー
よ
さ
こ
い
二
〇
一
四
』
で
は
八
月
二
四
日
（
日
）
午
後
演

舞
。
日
程
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

ま
た
、
視
野
の
広
い
青
年
を
育
て
よ
う
と
交
流
を
始
め
て
十

年
、
い
よ
い
よ
七
月
二
三
日
か
ら
十
一
泊
十
二
日
で
土
佐
高
生

十
名
を
含
む
日
本
の
高
校
生
二
二
名
を
ガ
ー
ナ
に
派
遣
し
ま
す
。

次
号
『
筆
山
』
に
て
ご
報
告
予
定
で
す
。

四
月
一
九
日
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
「
ブ

ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
」
に
て
、
長
ら
く
ご
指
導
を
受
け

お
世
話
に
な
っ
た
「
三
金
会
」
の
メ
ン
バ
ー
達
が
集

い
、
宮
地
先
輩
の
米
寿
（
八
八
歳
）
の
お
祝
い
を
致

し
ま
し
た
。

（
皆
様
ご
存
知
の
通
り
）
先
輩
の
土
佐
高
へ
の
貢

献
、
功
績
は
大
き
く
、
今
な
お
今
後
の
発
展
に
寄
せ

る
情
熱
に
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
地
先
輩
、
今
後
と
も
お
元
気
で
、
後
輩
達
の

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
編
集
部
）

宮
地
貫
一
氏
の
米
寿
祝
会



昨年の１２月２１日に東京
大学駒場キャンパスにて、第

６回「学生・若手社会人交流

会」が開催された。若手交流

会では関東在住の土佐校ＯＢ

ＯＧが集まり、毎回講師とし

て第一線で活躍される先輩を

お招きして仕事に対する心構

えやこれからのビジネスのビ

ジョンなどをお話しいただい

ている。今回は４９回生の武

市智行さんを講師にお招きし
「コンテンツビジネスの未来

を変えるのは若い力だ！」と

いうテーマで講演していただ

いた。７０名近くの参加者が

真剣に話を聞き、先輩から多

くの学びを得ようとしていた。

コンテンツビジネス
との出会い

武市さんは土佐高校を卒業

し、慶應義塾大学商学部を経

て、株式会社四国銀行に入行
されました。銀行という一見

コンテンツ産業とは縁のない

ように見える世界に入った武

市さんだが、仕事に慣れ地方

銀行とは何かを考えたときに

地場の産業の発展なくして地

方銀行は立ち行かないと思い、

中小企業大学校で学ぶことを

選んだ。そして四国銀行が当

時行おうとしていた大型融資

の審査のため、家庭用ゲーム
ソフト「ファイナルファンタ

ジー３」を発売しようとして

いた株式会社スクウェアに出

向した。その後四国銀行を退

職され、スクウェア代表取締

役社長を務められ、平原綾香

の「Ｊｕｐｉｔｅｒ」のリリー

スに関わるなどゲーム業界に

限らず音楽など広くコンテン

ツビジネスに関わってこられ

た。この急速に拡大してきた

業界を見てきた経験から、地
方の持つ可能性と若者への期

待についてお話しいただいた。

東京でできることは
高知でもできる

東京への一極集中とともに

地方の産業は元気をなくして

いる。高知も例外ではない。

しかしコンテンツビジネスな

どの新しい産業は状況を変え

るかもしれない。武市さんは

高知でゲームを開発するとい

う試みを行い、実際に６タイ

トルのソフトを発売している。

場所的制約がなく、コンテン
ツさえよければ世界で売れる

という特徴は地方にとって大

きなチャンスにつながる。地

方が東京に比べ多くを持って

いないのと同様、日本も世界

的に見れば元から資源を持っ

ているような国ではない。人

が真似できることをやってい

ても人件費の安いところには

敵わない。そんな中、世界で

勝つにはひたむきに努力する

こととリスクを恐れないこと、
そしてそれができるのは若い

人だ、と武市さんは言う。

なぜ若い力か
コンテンツビジネスの中で

生きてこられた武市さんはファ

イナルファンタジーをはじめ、

大ヒットとなったコンテンツ

を２０代の若いクリエイター

が作り上げるのを見てきた。

そして夢と才能ある若者を支
援することがライフワークだ

と述べられた。武市さんはな

ぜ若者に期待するのかについ

て夢や挑戦心、世の中の変化

を見逃さないこと、新しい環

境に素早く適応すること、経
験よりも斬新なアイデア、そ

して慎重さよりもスピードと

いう5つのことを挙げられた。
完全な情報が出そろってから

ではなく今わかることで判断

を下すことが経営者やリーダー

に求められることだと武市さ

んは言う。お話を伺っていて

思ったのは若さとは年齢では

なく、恐れず諦めず挑戦する

マインドのことなのではない

かということだ。現に武市さ

んから若さを感じたからだ。

私たち若者も負けない”若さ”
を持たなくてはいけないと危

機感も抱いた。

私自身は若手交流会には今

回で３回目の参加となったが、

毎回参加者の愛郷心の高さを

感じる。質疑応答でも地方を、

高知を良くするためにはどう

したらいいのかという質問が

多く見られた。地元を離れて

も地元を想う先輩方が多くい

るのだと知ることができた。
また、一線で活躍された経験

を持つ方々のお話を聞けるの

も魅力の一つだ。講演の後に

行われる懇親会では、民間企

業や官公庁にお勤めの方、ま

たは起業家まで多くの方から

アドバイスをいただけ、将来

を考える上に大いに参考になっ

た。若手交流会にまだ参加し

たことのない後輩たちにもぜ

ひ一度参加してもらいたいと
思う。

( 10 )

学生・若手社会人交流会 杉本健輔（８６回）
２０１３年１２月２１日 於：東大駒場キャンパス

＊交流会の様子をご紹介＊
お酒を飲みながら絆を深め、刺激を得る交流会。大学４年生や社会人１年生の

嬉しそうな就職報告や、社会人同士の仕事に関する愚痴や悩みも聞かれた。今

回の記事担当の杉本健輔君は、東京大学４年生で現在【交渉学】を勉強中。日

頃からＯＢとの交流を深めてきた。自分の仕事をハートで語れる社会人に魅力

を感じている。彼の強みは、論理的な思考力と義務感。社会人１年目はこまづ

かいを完璧にこなしたい、と意欲的。存在感のある逞しい社会人になあれ。

（編集部）



( 11 )

江
戸
の
昔
に
あ
っ
た
も
の
が
今
も

同
じ
場
所
に
あ
る
と
い
う
の
は
江
戸

好
き
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な
く
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る
。
越
後
屋
の
祖
・
三

井
八
郎
右
衛
門
高
利
が
江
戸
本
町
一

丁
目
に
間
口
九
尺
（
約
三
米
）
の
店

舗
を
借
り
受
け
、
越
後
屋
呉
服
店
を

創
業
し
た
の
は
延
宝
元
年
（
一
六
七

三
）
高
利
五
二
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
十
年
後
の
天
和
三
年
（
一
六
八

三
）
に
店
は
駿
河
町
に
移
転
。
高
利

は
故
郷
の
伊
勢
松
坂
に
居
た
ま
ま
、

江
戸
店
（
え
ど
だ
な
）
を
長
男
高
平

次
い
で
次
男
高
富
に
任
せ
て
、
松
坂

か
ら
指
示
し
て
い
た
。
程
な
く
高
利

は
京
本
店
（
西
陣
織
呉
服
の
仕
入
れ

店
）
に
移
動
し
、
名
実
と
も
に
江
戸

店
持
京
商
人
（
え
ど
だ
な
も
ち
き
ょ

う
あ
き
ん
ど
）
と
し
て
活
動
し
た
。

越
後
屋
呉
服
店
の
商
売
は
他
の
呉

服
の
大
店
と
は
最
初
か
ら
や
り
方
が

違
っ
て
い
た
。
他
の
大
店
は
主
と
し

て
大
名
・
武
家
・
上
級
の
商
家
を
対

象
と
し
た
商
い
で
、
支
払
い
が
二
節

期
払
い
か
極
月
払
い
の
年
一
回
か
二

回
の
支
払
い
の
掛
売
り
で
あ
り
、
長

期
間
資
金
が
寝
て
、
支
払
い
遅
れ
や

貸
し
倒
れ
が
生
じ
や
す
か
っ
た
。
そ

う
い
う
危
険
を
見
込

ん
で
価
格
を
付

け
る
か
ら
高
価
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
越
後
屋
は
店
前
売
り
（
た
な

さ
き
う
り
ー
店
さ
き
で
現
金
で
小
売

す
る
）
を
行
い
、
現
金
売
り
だ
か
ら

商
品
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

店
の
看
板
に
「
現
銀
無
掛
値
（
げ
ん

き
ん
か
け
ね
な
し
）
」
と
大
書
し
て

い

た

。

ま

た

、

商

品

別

の

担

当

者

（
手
代
）
を
決
め
て
、
客
の
要
求
に

細
か
く
応
え
う
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
客
の
要
求
に
よ
っ
て
呉
服
物
の

切
売
り
、
小
切
れ
の
販
売
を
や
っ
て

き
め
細
か
く
需
要
に
応
じ
た
。

三
井
越
後
屋
呉
服
店
は
大
発
展
し

て

、

創

業

二

七

年

後

の

元

禄

三

年

（
一
七
〇
〇
）
に
は
、
江
戸
本
店
は

記

録

に

よ

る

と

六

八

人

の

従

業

員

（
手
代
四
五
人
、
丁
稚
二
三
人
）
を

抱
え
て
、
売
上
高
は
年
商
五
万
四
千

両
（
一
日
平
均
一
五
〇
両
）
あ
っ
た
。

こ
れ
が
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に

は
年
商
一
二
万
三
千
両
（
一
日
平
均

三
四
〇
両
）
に
倍
増
し
て
い
る
が
、

以
後
幕
末
ま
で
、
何
度
も
貨
幣
改
鋳

に
よ
る
物
価
の
上
下
は
あ
っ
た
が
、

あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
江
戸
の

需
要
が
一
定
水
準
で
あ
ま
り
変
化
し

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ
ー
ズ
ン

に
よ
り
一
日
千
両
の
売
上
も
あ
っ
た

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

を

江

戸

時

代

は

「
日
千
両
」
と
い
っ
て
、
江
戸
に
は

そ
の
日
千
両
の
商
い
が
あ
る
と
こ
ろ

が
三
カ
所
あ
る
、
駿
河
町
三
井
、
新

吉
原
、
魚
河
岸
だ
と
言
わ
れ
た
。
元

禄
頃
の
三
井
越
後
屋
の
繁
盛
を
詠
ん

だ

俳

諧

・

川

柳

に

「

越

後

屋

に

衣

（
き
ぬ
）
裂
く
音
や
衣
替
え
」
「
駿

河
町
畳
の
上
の
人
通
り
」
と
い
う
の

が
あ
る
。
前
者
は
其
角
の
句
で
あ
る
。

切
売
り
小
切
れ
販
売
を
や
る
の
で
衣

裂
く
音
が
盛
ん
に
聞
こ
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
西
鶴
の
『
日
本
永
代
蔵
』
に

も
こ
の
店
の
様
が
え
が
か
れ
て
い
る
。

三
井
高
利
の
始
め
た
事
業
で
忘
れ
て

な
ら
な
い
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。

三
井
両
替
店
で
あ
る
。
越
後
屋
は
江

戸
店
開
店
直
後
か
ら
両
替
業
務
を
行
っ

て
い
た
が
、
駿
河
町
へ
移
転
後
、
店

の
一
部
に
両
替
店
を
並
置
し
た
。
こ

れ
が
三
井
両
替
店
の
始
ま
り
で
あ
る
。

当
時
は
一
般
的
に
、
上
方
か
ら
は
高

級
手
工
業
品
は
じ
め
多
量
の
商
品
が

江
戸
に
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
江
戸

か
ら
上
方
へ
送
金
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
ま
た
幕
府
や
諸
大
名
は
裏
日
本

や
西
日
本
の
領
地
か
ら
収
納
す
る
年

貢
を
京
や
大
阪
で
売
り
さ
ば
い
て

、

そ
の
代
金
を
江
戸
に
送
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
送
金
の
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
両
替
商
の
手
で
送
金
の
為
替

の
取
組
を
加
減
す
れ
ば
現
金
銀
を
輸

送
し
な
く
て
す
ん
だ
。
三
井
両
替
店

は
幕
府
の
大
坂
御
金
蔵
銀
御
為
替
御

用
（
公
金
為
替
）
を
請
け
負
っ
て
、

公
金
を
運
用
し
て
大
き
な
利
益
を
上

げ
た
。
呉
服
店
と
両
替
店
は
三
井
家

の
車
の
両
輪
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新

前
後
の
動
乱
期
に
両
店
に
は
危
機
も

あ
っ
た
が
、
番
頭
三
野
村
利
左
衛
門

等
の
働
き
で
切
り
抜
け
、
越
後
屋
呉

服
店
は
三
越
百
貨
店
と
し
て
、
両
替

店
は
日
本
最
初
の
民
間
銀
行
三
井
銀

行
と
し
て
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
貿

易
商
社
三
井
物
産
と
と
も
に
三
井
財

閥
の
中
核
を
な
し
て
い
っ
た
。
三
越

と
三
井
銀
行
（
現
・
三
井
住
友
銀
行
）

は
三
三
〇
年
間
、
か
つ
て
の
駿
河
町

を
挟
ん
で
同
じ
場
所
に
あ
る
。

〔
四
一
回

西
岡
恒
憲
〕

江
戸
百
景
（
五
）

駿

河

町
・
越

後

屋

呉

服

店

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永
頃-1850頃）＞より日本橋北詰一帯。
（下）歌川広重「東都名所」より「駿河町之
図」（天保十年頃-1840頃）。通りの北側
は呉服店と両替店があり、南側は綿店と
麻店であった。

（
右
）歌
川
広
重
「名
所
江
戸
百
景
」よ
り
「す
る
賀
て
ふ
」(

安

政
三
年-

一
八
五
六)

。
日
本
橋
北
詰
か
ら
北
へ
一
丁
程
行
っ

た
左
側
に
駿
河
町
と
い
う
通
り
が
あ
り
、
真
正
面
に
富
士
が

見
え
た
。
通
り
の
両
側
は
全
て
越
後
屋
呉
服
店
に
占
め
ら
れ

て
い
た
。

（
右
）現
代
の
駿
河
町（
上
写
真
に
対
応
）。
左
は

三
越
本
店
、
右
は
三
井
本
館
。
現
代
は
正
面
の

ビ
ル
群
で
富
士
は
見
え
な
い
。



昭
和
四
一
年
の
四
回
目
の
セ
ン
バ

ツ
で
は
高
野
山
、
室
蘭
工
、
平
安
、

そ
し
て
準
決
勝
で
育
英
を
破
り
決
勝

に
進
ん
だ
。
第
二
試
合
の
中
京
商
対

宇
部
商
は
延
長
戦
に
な
り
、
延
長
十

四
回
表
に
宇
部
商
が
一
点
取
っ
た
の

で
内
心
喜
ん
だ
が
、
そ
の
裏
中
京
商

が
追
い
つ
き
延
長
十
五
回
で
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
し
た
。
決
勝
戦
は
上
岡
投
手

の
好
投
も
実
ら
ず
中
京
商
に
〇
対
一

で
惜
敗
し
ま
た
も
や
優
勝
旗
に
手
が

届
か
な
か
っ
た
。
中
京
商
は
夏
も
優

勝
し
史
上
二
校
目
の
春
夏
連
覇
を
果

た
し
た
。
「
部
員
十
二
名
の
土
佐
が

準
優
勝
」
と
大
会
史
に
載
っ
て
い
る
。

上
岡
投
手
は
慶
大
か
ら
日
本
鋼
管
に

入
り
監
督
も
し
た
。
強
肩
の
角
田
右

翼
手
は
早
大
を
出
て
桐
蔭
学
園
の
教

諭
に
な
り
一
時
中
学
野
球
部
の
監
督

も
し
息
子
が
お
世
話
に
な
っ
た
。
角

田
氏
は
退
職
後
高
知
に
移
住
し
た
の

で
、
グ
ラ
ン
ド
で
時
々
会
い
車
に
も

乗
せ
て
貰
っ
た
が
、
後
輩
達
の
晴
れ

姿
を
見
る
事
無
く
先
年
急
逝
し
た
の

は
残
念
だ
。

昭
和
四
二
年
夏
は
二
回
目
の
出
場

で
、
初
戦
の
相
手
は
三
年
前
の
セ
ン

バ
ツ
と
同
じ
浜
松
商
だ
っ
た
が
、
九

回
に
追
い
つ
き
、
前
回
同
様
ナ
イ
タ
ー

の
延
長
戦
で
下
し
た
。
「
吉
田
茂
」

と
言
う
投
手
が
出
て
来
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
二
回
戦
で
武
相
に
勝
っ
た

が
、
準
々
決
勝
は
一
対
二
で
ま
た
も

中
京
商
に
惜
敗
し
た
。
二
年
生
エ
ー

ス
の
萩
野
投
手
は
高
校
、
慶
大
、
新

日
鉄
で
全
日
本
に
選
ば
れ
同
窓
で
唯

一
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
、
後
に
新
日

鉄
監
督
も
務
め
た
。
名
前
が
私
と
同

じ
「
ト
モ
ヤ
ス
」
で
一
時
近
所
に
住

ん
で
い
た
の
で
時
々
酒
を
飲
み
、
何

度
か
ゴ
ル
フ
も
し
た
が
、
彼
が
高
松

営
業
所
長
時
代
に
シ
ン
グ
ル
に
な
り
、

一
度
遠
征
挑
戦
し
た
際
大
敗
し
た
の

で
、
最
近
は
畏
れ
多
く
て
手
合
せ
し

て
な
い
。

昭
和
五
十
年
夏
は
そ
の
年
の
セ
ン

バ
ツ
優
勝
の
高
知
を
下
し
、
南
四
国

大
会
の
決
勝
の
鳴
門
戦
で
は
、
九
回

二
死
無
走
者
か
ら
二
点
差
を
追
い
つ

き
延
長
に
入
り
、
伊
藤
投
手
の
決
勝

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
八
年
ぶ
り
三
回
目
の

出
場
を
決
め
た
。

「
男
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
感

極
ま
っ
た
監
督
談

話
が
高
新
に
載
っ

た
。
初
戦
の
桂
戦

で
玉
川
選
手
（
慶

大
、
日
本
石
油
）

が
史
上
二
人
目
の

サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
大
勝
し

た
。
玉
川
選
手
は
本
、
三
、
二
の
順

で
打
ち
、
最
後
の
打
席
で
一
塁
強
襲

打
、
Ｈ
の
ラ
ン
プ
が
点
い
た
時
は
大

歓
声
が
上
が
っ
た
。
二
回
戦
の
上
尾

戦
は
接
戦
の
末
三
対
四
で
惜
敗
し
た

が
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た
浦
和
学
院

の
森
監
督
が
こ
の
試
合
を
テ
レ
ビ
で

見
て
、
野
球
を
志
し
た
と
新
聞
に
載
っ

て
い
た
。

翌
年
の
セ
ン
バ
ツ
に
も
選
ば
れ
、

初
戦
で
ド
ラ
フ
ト
一
位
で
巨
人
入
り

し
た
赤
嶺
投
手
の
豊
見
城
と
対
戦
し

た
。
ナ
イ
タ
ー
に
な
り
二
点
リ
ー
ド

で
迎
え
た
九
回
二
死
一
、
二
塁
、
レ

フ
ト
フ
ラ
イ
で
勝
っ
た
と
思
っ
た
瞬

間
落
球
、
二
塁
ラ
ン
ナ
ー
は
帰
っ
た

が
、
一
塁
ラ
ン
ナ
ー
は
全
力
で
走
っ

て
な
か
っ
た
の
で
、
レ
フ
ト
市
川
、

中
継
片
田
投
手
の
好
返
球
で
、
ホ
ー

ム
寸
前
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。
劇
的
幕
切

れ
で
勝
利
の
校
歌
を
歌
い
、
飲
ん
だ

ビ
ー
ル
は
格
別
だ
っ
た
。
主
演
の
市

川
選
手
は
慶
大
へ
進
み
弁
護
士
と
し

て

活

躍

す

る

傍

ら
、

私

の

二

代

後

の

同

窓

会

関

東

支

部

幹

事

長

、

本

部

副

会

長

を

務

め

て

い

る
。

「

夜

の

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

で

も

監

督

は

落

球

に

つ

い

て

は

一

言

も

言

わ

ず

、

返
球
を
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
失
敗

し
て
も
最
後
ま
で
諦
め
ず
全
力
を
尽

く
せ
ば
リ
カ
バ
リ
ー
出
来
る
事
を
教

え
て
貰
い
ま
し
た
」
と
述
懐
し
て
い

る
。二

回
戦
で
前
年
秋
の
神
宮
大
会
優

勝
の
徳
島
商
を
六
対
〇
で
破
っ
た
が
、

こ
の
試
合
を
最
後
に
四
十
年
近
く
も

勝
利
の
校
歌
を
歌
え
な
く
な
る
な
ん

て
当
時
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
準
々

決
勝
の
相
手
は
優
勝
候
補
の
小
山
。

籠
尾
監
督
と
し
て
は
珍
し
い
玉
川
選

手
の
ス
ク
イ
ズ
の
奇
策
等
で
、
序
盤

で
三
対
〇
と
リ
ー
ド
し
た
が
三
対
四

で
逆
転
負
け
、
小
山
は
準
優
勝
し
た
。

そ
の
後
は
慢
性
化
し
た
部
員
不
足
や

新
興
の
明
徳
の
誕
生
で
甲
子
園
へ
の

道
が
険
し
く
な
り
、
帰
郷
の
度
に
籠

尾
監
督
の
ご
自
宅
や
魚
の
美
味
し
い

店
で
ご
馳
走
に
な
り
、
ご
苦
労
話
を

伺
っ
た
。
監
督
は
宇
佐
漁
港
育
ち
で
、

ご
実
家
が
水
産
会
社
を
営
ま
れ
て
い

た
の
で
、
魚
に
詳
し
か
っ
た
。

数
年
後
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
枝

幸
（
え
さ
し
）
中
か
ら
野
崎
投
手
が

入
っ
た
と
聞
き
北
海
道
の
縁
で
注
目

し
た
。
今
で
も
自
宅
が
学
校
か
ら
一

番
遠
い
の
は
彼
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

彼
が
二
年
生
で
エ
ー
ス
に
な
っ
た
昭

和
五
六
年
夏
の
決
勝
戦
は
、
急
遽
親

戚
旅
行
を
高
山
で
抜
け
出
し
、
名
古

屋
か
ら
空
路
応
援
に
行
っ
た
が
、
高

知
に
惜
敗
し
甲
子
園
出
場
は
果
た
せ

な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
そ
の
後
慶

大
で
も
野
球
を
続
け
伊
藤
忠
に
入
社

し
た
。
バ
ン
コ
ク
勤
務
の
息
子
か
ら

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
会
っ
た
と
聞
き
、

一
昨
年
バ
ン
コ
ク
で
会
食
し
た
が
、

こ
の
程
帰
国
し
て
グ
ル
ー
プ
会
社
の

社
長
に
な
っ
た
の
で
、
先
日
同
期
の

東
大
浜
田
監
督
と
一
緒
の
就
任
祝
い

を
し
、
遠
距
離
受
験
の
経
緯
や
マ
ス

コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
桑
田
氏
指
導

な
ど
の
面
白
い
話
を
聞
い
た
。
三
年

( 12 )

甲
子
園
と
私
②

浅
井

伴
泰

（
三
十
回
）

籠尾監督と

平成25年センバツ
左：玉川氏 右：溝渕氏 右端：萩野氏 (甲子園球場前)



生
の
時
は
野
崎
主
将
、
浜
田
副
将
だ
っ

た
そ
う
だ
。
浜
田
監
督
が
神
宮
で
五

本
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
事
は
知
っ

て
い
た
の
で
、
十
七
勝
の
岡
村
投
手

（
元
東
大
野
球
部
監
督
、
現
高
知
工

科
大
理
事
長
）
と
同
窓
二
人
で
東
大

の
投
打
の
歴
代
記
録
を
持
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
彼
は
一
本

差
で
二
位
の
由
だ
っ
た
。

少
し
横
道
に
逸
れ
る
が
平
成
三
年

春
の
東
大
の
開
幕
戦
（
対
立
大
）
に

有
志
数
十
人
で
関
東
支
部
の
幟
を
持
っ

て
応
援
に
行
っ
た
、
前
年
秋
に
後
輩

の
藤
沢
選
手
が
同
窓
と
し
て
三
人
目

の
主
将
に
就
任
し
た
の
で
、
籠
尾
監

督
の
ご
上
京
の
機
会
に
激
励
会
を
開

い
た
。
席
上
、
あ
と
一
勝
で
二
百
勝

と
聞
き
、
酔
っ
た
勢
い
で
開
幕
戦
の

応
援
に
行
き
そ
の
後
駒
場
東
大
で
祝

勝
の
花
見
の
宴
を
し
よ
う
と
決
め
た
。

試
合
は
七
回
ま
で
完
全
試
合
を
さ
れ

て
い
た
が
、
八
回
に
一
挙
逆
転
、
見

事
二
百
勝
を
達
成
し
た
。
岡
村
氏
も

部
長
と
し
て
ベ
ン
チ
入
り
し
て
い
た
。

花
宴
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
言
う
迄

も
な
い
。
宴
会
の
段
取
り
は
宮
地
貫

一
先
輩
（
二
一
回
）
が
し
て
下
さ
っ

た
。話

は
前
後
す
る
が
、
私
が
関
東
支

部
幹
事
長
に
な
っ
た
昭
和
六
十
年
、
、

溝
渕
（
三
二
回
）
、
窪
田
（
三
八
回
）

副
幹
事
長
、
岩
村
（
四
一
回
）
事
務

局
長
達
と
「
野
球
部
復
活
」
を
テ
ー

マ
に
総
会
を
企
画
し
た
ら
四
百
人
近

く
が
集
り
、
み
ん
な
で
籠
尾
監
督
を

激
励
し
た
。
初
代
三
根
校
長
の
ご
子

息
の
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
さ
ん
も
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
時
関
東
支
部

に
会
費
制
を
導
入
し
、
小
松
勢
津
子

編
集
長
（
三
五
回
）
岩
村
事
務
局
長

（
四
一
回
）
、
宮
川
情
報
収
集
担
当

（
三
三
回
）
の
尽
力
で
会
報
筆
山
を

創
刊
し
た
。
以
降
二
十
八
年
間
、
年

二
回
の
ペ
ー
ス
で
定
着
し
て
い
る
の

は
、
支
部
会
員
の
み
な
さ
ま
と
、
引

き
継
い
で
下
さ
っ
た
よ
き
後
輩
の
お

か
げ
で
あ
る
。

し
か
し
部
員
不
足
は
解
消
さ
れ
な

い
一
方
、
松
井
五
敬
遠
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
高
知
出
身
選
手
が
殆
ん
ど
居
な
く

て
全
国
優
勝
、
そ
し
て
平
成
十
七
年

夏
に
は
開
会
式
直
前
に
不
祥
事
で
、

何
度
目
か
の
出
場
辞
退
す
る
等
、
何

か
と
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
明
徳
の

天
下
が
続
き
、
夏
は
一
県
一
校
制
に

な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
甲
子
園
へ
の
道

は
益
々
狭
く
な
っ
た
。
記
録
を
見
る

と
明
徳
は
十
年
間
で
夏
九
回
甲
子
園

に
出
た
が
、
唯
一
阻
ん
だ
の
は
藤
川

球
児
の
高
知
商
と
言
う
時
期
も
あ
っ

た
。
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

監
督
の
執
念
が
実
り
、
平
成
元
年
の

夏
に
一
四
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
が
、

接
戦
の
末
東
亜
学
園
に
敗
れ
、
梅
田

で
関
東
支
部
の
「
生
み
の
親
」
の
近

藤
先
輩
（
六
回
生
）
を
囲
み
残
念
会

を
し
た
。
こ
の
試
合
を
見
た
阿
久
悠

さ
ん
が
甲
子
園
の
詩
「
白
い
風
が
吹

く
」
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。

平
成
三
年
夏
に
は
関
東
支
部
有
志

で
幟
を
持
っ
て
安
芸
キ
ャ
ン
プ
へ
激

励
に
行
っ
た
が
、
そ
の
効
果
？
が
直

ぐ
に
出
て
翌
秋
の
四
国
大
会
で
優
勝
、

平
成
五
年
の
セ
ン
バ
ツ
に
一
七
年
ぶ

り
に
出
場
し
東
北
と
対
戦
し
た
。
津

野
投
手
の
投
打
に
わ
た
る
活
躍
で
久

し
ぶ
り
の
勝
利
か
と
思
っ
た
が
、
最

終
回
に
広
島
に
入
り
首
位
打
者
に
も

な
っ
た
嶋
選
手
に
打
た
れ
逆
転
負
け

し
た
。
直
後
に
籠
尾
監
督
が
勇
退
し
、

著
書
「
全
力
疾
走
三
十
年
」
を
出
版

さ
れ
東
京
で
の
出
版
記
念
会
の
幹
事

役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
で
、
司
会
を

監
督
の
良
き
理
解
者
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
名

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
西
田
善
夫
氏
に
お

願
い
し
た
。
籠
尾
ご
夫
妻
を
囲
み
、

前
田
元
慶
大
監
督
、
宇
佐
中
時
代
の

教
え
子
の
有
藤
元
ロ
ッ
テ
監
督
な
ど

多
数
の
野
球
関
係
者
が
出
席
し
て
下

さ
り
、
和
や
か
な
会
に
な
っ
た
。

後
任
監
督
は
教
え
子
四
人
が
見
事

に
リ
レ
ー
し
た
が
、
野
球
特
待
生
の

蔓
延
？
で
高
校
野
球
は
変
質
し
、
甲

子
園
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
野
球

専

修

学

校

大

会

の

様

相

を

呈

し

、

『
普
通
』
の
学
校
の
出
場
は
益
々
難

し
く
な
っ
た
。
そ
の
後
の
二
十
年
間

も
毎
年
予
選
の
応
援
に
行
っ
た
が
、

い
い
結
果
が
出
ず
、
夏
に
二
度
決
勝

に
進
ん
だ
け
れ
ど
、
二
度
と
も
明
徳

に
、
九
回
に
逆
転
負
け
と
延
長
で
サ

ヨ
ナ
ラ
負
け
し
、
今
回
が
二
十
年
ぶ

り
の
甲
子
園
だ
っ
た
。

こ
れ
で
春
七
回
、
夏
四
回
の
出
場

で
戦
績
は
十
五
勝
十
一
敗
。
何
故
か

ナ
イ
タ
ー
は
三
戦
三
勝
だ
。
夜
の
帝

王
？
今
後
も
数
々
の
試
練
は
続
く
と

思
う
が
、
い
ず
れ
後
輩
達
と
一
緒
に

勝
利
の
校
歌
を
歌
う
日
が
必
ず
来
る

と
信
じ
た
い
。

幾
つ
に
な
っ
て
も
甲
子
園
と
聞
く

と
血
が
騒
ぎ
胸
が
躍
る
。
（
完
）

（
平
成
二
十
五
年
秋
）
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平成３年夏安芸キャンプ(関東支部有志と激励)

左端:籠尾監督,隣り長野氏,

右:窪田氏,溝渕氏,右端:萩野臨時コーチ

籠尾監督と西田氏（右端）

後ろの席中央は上岡氏

平成元年夏試合前夜(宿舎)左から 山本部長,
籠尾監督,寺尾氏,濱村氏右端後姿 荻野氏
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校
舎
改
築
問
題
、
近
視
の
増
加
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

さ
て
、
こ
う
し
た
発
想
か
ら

眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
私
の
担

当
す
る
期
間
の
土
佐
中
高
の
状

況
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
六
〇
年

代
ア
メ
リ
カ
発
の
ヒ
ッ
ピ
ー
運

動
、
六
六
年
に
始
ま
っ
た
中
国

の
文
化
大
革
命
、
そ
し
て
、
六

八
年
の
フ
ラ
ン
ス
「
五
月
革
命
」

に
端
を
発
す
る
学
生
運
動
、
こ

れ
ら
の
か
も
し
出
す
雰
囲
気
の

た
だ
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

六
六
年
の
七
二
号
「
ら
く
が

き
」
に
は
す
で
に
「
中
共
で
起

こ
っ
た
『
整
風
』
」
の
こ
と
が

書
か
れ
て
お
り
、
「
ア
ク
テ
ィ

ヴ
な
彼
ら
（
紅
衛
兵
）
に
行
き

過
ぎ
の
感
が
な
い
で
は
な
い
が
」
、

受
験
地
獄
に
よ
っ
て
行
動
の
ひ

と
つ
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

私
た
ち
は
こ
れ
で
い
い
の
か
…

と
い
っ
た
思
い
が
吐
露
さ
れ
て

い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
七
一

号
の
ご
く
小
さ
な
欄
に
も
、

「
原
水
協
」
と
「
原
水
禁
」
と

の
分
裂
を
嘆
く
声
が
載
せ
ら
れ

て
い
た
。
当
今
の
世
相
か
ら
す

れ
ば
、
な
か
な
か
頼
も
し
い
マ

セ
ガ
キ
ぶ
り
で
あ
る
（
七
九
号

に
も
八
〇
号
に
も
“
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
”
に
つ
い
て

の
言
及
あ
り
）
。

こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
か
、

新
聞
に
も
学
校
側
に
対
す
る
要

求
が
多
く
な
る
。
時
あ
た
か
も
、

校
舎
改
築
問
題
が
浮
上
し
、
六

六
年
七
〇
号
の
「
年
内
に
詳
細

発
表
か
」
と
い
う
曽
我
部
校
長

と
の
一
問
一
答
記
事
に
始
ま
っ

て
、
毎
号
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
し
は
な
く
、
そ
れ
は
結

局
、
新
校
舎
が
姿
を
現
わ
す
七

一
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間

は
生
徒
も
教
員
も
、
と
も
に
ハ

コ
モ
ノ
に
関
す
る
大
掛
か
り
な

要
求
を
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、

小
さ
な
改
善
を
提
案
し
つ
つ
、

今
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
呼
び
か
け
る
に
留
ま
っ

て
い
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
な
つ

か
し
い
木
造
校
舎
の
姿
は

七
三
号
の
第
一
面
に
残
さ

れ
て
い
る
が
、
今
か
ら
ふ

り
か
え
っ
て
み
れ
ば
味
の

あ
る
校
舎
で
は
あ
っ
た
。

よ
く
見
る
と
、
か
な
り
老

朽
化
し
て
い
る
が
、
新
校

舎
を
待
望
す
る
新
聞
部
の

側
か
ら
す
れ
ば
、
や
や
作

為
的
に
、
そ
ん
な
箇
所
を

写
真
に
お
さ
め
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
な
。
と
も
あ

れ
、
記
事
に
よ
れ
ば
、
本

来
は
三
〇
〇
ル
ク
ス
程
度

あ
る
べ
き
蛍
光
灯
な
の
に
、
五

〇
ル
ク
ス
を
下
回
る
教
室
が
多

か
っ
た
ら
し
く
、
声
の
欄
に

「
眼
に
休
息
を
」
と
い
う
一
文

を
寄
せ
た
「
中
二
男
子
」
に
よ

れ
ば
、
「
ぼ
く
は
こ
の
学
校
へ

来
て
何
に
お
ど
ろ
い
た
と
い
っ

て
近
視
の
多
い
こ
と
ほ
ど
お
ど

ろ
い
た
こ
と
は
な
い
。
ぼ
く
た

ち
の
ク
ラ
ス
で
も
メ
ガ
ネ
を
か

け
て
い
な
く
て
も
約
半
数
の
人

が
近
視
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
「
（
土
佐
校

で
は
）
み
ん
な
よ
く
勉
強
し
、

本
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
で
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
七
四
号
に
は
、

学
内
に
「
近
視
予
防
委
員
会
」

な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
た
と
い

う
記
事
ま
で
が
載
っ
て
い
る
。

( 14 )

向陽新聞に見る土佐中高の歩み ⑨
―「背伸びした青春」と「見守る師」－

４４回 加賀野井 秀一

のっけから細かいことで恐縮だが、

向陽新聞は昭和２５年の第７号から元

号表記をやめ、西暦を用いている。戦

後５年が過ぎたことを暗に象徴すると

ともに、開かれた母校の姿をも示して

いるようで興味深い。そんな表記の是

非は別にしても、西暦を用いると、と

たんに世界の動きが見えてくる。本欄

では西暦表記の二ケタ略で、多少なり

とも外部世界を反映させるようにして

みよう。

昭和41年
～44年

（1966～1969）

（
右
）
東
大
紛
争
の
影
響
が
伝
え
ら
れ
る
八
〇
号

（
左
）
七
五
号
か
ら
登
場
す
る
山
岡
伸
一
く
ん
の
イ
ラ
ス
ト

激
動
の
世
界
と

土
佐
校

旧校舎とオンカン（向陽新聞７３号）



カ
マ
ス
に
オ
ン
カ
ン

さ
て
、
先
生
方
の
動
向
は
と
い
え

ば
、
六
六
年
の
新
任
は
、
理
科
の
岡

部
淳
之
助
、
得
竹
耕
司
、
英
語
の
栗

田
美
千
代
、
体
育
の
西
願
寺
哲
夫
、

酒
井
青
喜
、
数
学
の
杉
浦
純
夫
の
各

先
生
。
六
七
年
に
は
、
理
科
の
西
森

茂
夫
、
社
会
の
岡
良
吉
、
山
本
登
、

国
語
の
藤
田
喜
三
郎
、
小
島
哲
雄
、

体
育
の
徳
弘
節
子
、
英
語
の
杉
田
隆
、

六
八
年
に
は
、
国
語
の
西
本
貞
、
英

語
の
井
上
聖
香
、
森
本
堯
士
、
理
科

の
有
道
雅
信
の
先
生
方
が
着
任
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
七
七
号
に
は
「
田

村
（
尚
子
）
先
生
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
新

郎
は
〝
若
き
科
学
者
〟
」
、
七
九
号

に
は
「
小
島
哲
雄
先
生
近
く
ご
結
婚
、

同
職
が
縁
し
て
意
気
投
合
」
と
い
う

見
出
し
で
、
両
先
生
の
結
婚
が
報
じ

ら
れ
て
も
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
受
賞
も
あ
る
が
、
な

か
で
も
七
六
号
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た

数
学
科
「
カ
マ
ス
」
こ
と
吉
本
要
先

生
の
叙
勲
を
め
ぐ
る
コ
メ
ン
ト
は
、

い
か
に
も
こ
の
時
代
と
人
柄
と
を
体

現
し
て
い
る
よ
う
で
面
白
い
。
「
私

が
こ
う
し
て
こ
の
学
校
に
長
く
勤
め

さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
も
、
み

な
、
ほ
か
の
先
生
方
の
ご
配
慮
に
よ

る
も
の
だ
。
今
度
の
叙
勲
も
、
私
は

何
も
り
っ
ぱ
な
こ
と
は
い
た
し
て
お

ら
な
い
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
長
く
勤

め
て
お
っ
た
か
ら
授
け
ら
れ
た
、
と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
は
な
は
だ
恐

縮
だ
」
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
生
物
の
「
オ

ン
カ
ン
」
こ
と
中
山
駿
馬
先
生
の
ご

逝
去
で
あ
る
。
七
〇
号
に
は
六
六
年

一
月
に
先
生
が
高
知
県
出
版
文
化
賞

を
受
賞
し
た
と
い
う
喜
び
の
記
事
が

あ
り
、
「
今
後
は
、
貝
の
恋
愛
や
結

婚
な
ど
、
一
般
の
人
に
も
楽
し
ん
で

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
た
本
を
書
く
つ
も
り
だ
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
た
矢
先
、
同

年
十
月
の
七
二
号
に
は
「
中
山
先
生

病
床
訪
問
、
た
い
く
つ
や
ね
ェ
」
が

掲
載
さ
れ
、
シ
ャ
ツ
に
ス
テ
テ
コ
姿

の
先
生
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

間
も
な
く
、
七
三
号
で
は
逝
去
の
記

事
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
腸
ガ
ン
で

あ
っ
た
。

な
お
、
以
下
の
各
号
の
「
先
生
出

番
で
す
」
の
欄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

師
の
素
顔
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

小
松
博
行
先
生
「
二
十
年
目
の
哀
歓
」

（
七
三
号
）
、
松
浦
勲
先
生
「
新
聞

週
間
」
（
七
四
号
）
、
土
居
徹
先
生

「
部
活
動
を
シ
ュ
ー
ト
」
（
七
四
号
）
、

田
内
瑞
穂
先
生
「
戦
友

―

一
兵
士
の

友
情
」
（
七
七
号
）
、
西
森
茂
夫
先

生

「

自

由

は

土

佐

の

山

間

よ

り

」

（
七
八
号
）
、
得
竹
耕
司
先
生
「
山

行
雑
感
」
（
七
九
号
）
、
楠
本
浩
子

先
生
「
書
物
の
あ
る
風
景
」
（
八
〇

号
）
、
と
り
わ
け
田
内
先
生
の
一
文

は
、
戦
時
中
に
身
を
も
っ
て
先
生
を

か
ば
っ
て
く
れ
た
戦
友
の
感
動
的
な

記
録
に
な
っ
て
い
る
。

七
九
号
に
は
一
味
ち
が
っ
た
「
ヒ
ッ

チ
冒
険
記
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
は
高
二
の
石
本
浩
市
く
ん
と
溝

渕
健
一
郎
く
ん
の
二
人
が
、
夏
休
み

に
黒
部
か
ら
高
知
ま
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
の
旅
を
し
た
と
い
う
も
の
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
に
出
会
っ
た
り
、
思

い
が
け
ぬ
人
情
に
包
ま
れ
た
り
、
当

時
の
高
校
生
な
ら
で
は
の
経
験
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
当
時

の
旅
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
今
昔

の
感
の
あ
る
も
の
で
、
七
六
号
に
掲

載
さ
れ
た
曽
我
部
校
長
の
欧
米
視
察

記
も
、
七
一
号
の
高
崎
元
尚
先
生
の

ア
メ
リ
カ
見
学
も
、
今
か
ら
み
る
と

ま
さ
し
く
大
時
代
的
と
で
も
言
う
べ

き
か
。
曽
我
部
校
長
い
わ
く
「
来
賓

や
国
旗
・
国
歌
に
対
す
る
敬
意
も
深

く
起
立
脱
帽
が
普
通
だ
っ
た
の
は
印

象
づ
け
ら
れ
た
」
。
あ
る
い
は
ま
た
、

高
崎
先
生
い
わ
く
「
と
に
か
く
、
日

本
の
絵
と
ア
メ
リ
カ
の
絵
と
は
ま
っ

た
く
ち
が
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に

は
日
本
の
よ
う
に
封
建
的
な
も
の
が

全
然
な
い
の
で
思
い
き
っ
た
作
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
」

相
変
わ
ら
ず
野
球
部
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
い
。
六
八
年
の
七
七
号
に
は

「
野
球
部
映
画
に
」
の
見
出
し
が
躍

り
、
夏
の
甲
子
園
大
会
が
五
〇
周
年

を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、
朝
日
新

聞
社
が
作
製
す
る
記
録
映
画
「
青
春
」

に
本
校
野
球
部
も
登
場
す
る
と
い
う

こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
籠
尾
監

督
の
談
話
で
は
、
五
台
山
の
三
〇
〇

段
の
石
段
を
か
け
上
が
る
シ
ー
ン
を

二
回
も
撮
る
は
め
に
な
り
、
す
っ

か
り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
。
同
じ
紙
面
に
は
、
甲
子
園

で
の
活
躍
に
よ
り
、
全
日
本
ハ

ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
遠
征
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
広
田

義
典
・
荻
野
友
康
両
君
の
特
別

寄
稿
も
載
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
七
〇
号
の
「
す
ぽ
っ

と
」
欄
に
は
、
名
物
食
堂
「
太

助
」
の
主
人
・
溝
渕
章
人
さ
ん

（
三
〇
回
生
）
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

記
事
が
あ
り
、
七
一
号
に
は
県

立

盲

学

校

教

師

の

吉

松

格

致

（
た
だ
し
）
さ
ん
（
二
九
回
生
）
、

七
二
号
に
は
大
阪
難
波
で
漫
才

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
秋
山

左
楽
（
本
名
・
中
平
達
男
）
さ

ん
（
二
八
回
生
）
が
、
登
場
し

て
い
る
。

そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
渉
猟

し
て
い
る
と
、
ふ
と
六
九
年
八
〇
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
喫
茶
店
が
な

ぜ
悪
い
？
」
と
い
う
見
出
し
が
目
に

と
ま

っ

た

。

そ
こ

に

は

「

皇
帝

」

「
栄
光
」
「
王
朝
」
「
第
五
」
「
第

一
」
が
並
ん
で
い
る
。
そ
う
、
こ
れ

ら
す
べ
て
は
当
時
の
喫
茶
店
。
土
佐

校
で
は
す
べ
て
出
入
り
禁
止
で
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
な
つ

か
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
思
え
ば
、
私

た
ち
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
先
生
方
に
た

て
つ
き
な
が
ら
、
そ
の
実
、
す
っ
か

り
彼
ら
の
庇
護
の
も
と
に
甘
え
、
青

春
を
謳
歌
し
て
い
た
の
だ
ね
え
。

( 15 )

先
生
の
動
向

さ
ま
ざ
ま
な
話
題

土
居
徹
先
生
の
姿



竹内靖雄 (29回生)
●経済思想の巨人たち
<2013.11 \680 新潮社>

中城正堯 (30回生)
●江戸時代 子ども遊び大事典
<2014.5 ￥12,960 東京堂出版>

田島征三 (34回生)
●猫の恋
<2014.4 ￥1,600 芸術新聞社>

田島征彦 (34回生)
●こうたろう
<2014.2 \2,600 復刊ドットコ
ム>
● は じ め て ふ っ
たゆき
<2014.2 \2,600
復刊ドットコム>

● 龍 馬 の 絵 本
な か お か は ど こ
ぜよ
<2014.3 \2,000
復刊ドットコム>
竹邑類 (35回生)

●呵呵大将―我が友、三島由紀
夫
<2013.11 ￥1,470 新潮社>

野田正彰（37回生）
●喪の途上にて―
大事故遺族の悲哀
の研究
<2014.4 ￥1,280
岩波書店>

●戯曲 サビーナ
<2014.5 \2,700
里文出版>

柿田睦夫 (38回生)
●悩み解決！これからの「お墓」
選び
<2013.11 \1,512 新日本出版社>

塩田潮 (40回生)
●復活！自民党の謎 なぜ「一
強」政治が生まれたのか
<2014.2 \886 朝日新聞出版>

● 権 力 の 握 り 方 ：
野 望 と 暗 闇 の 戦 後
政治史
<2013.12 \972 平
凡社>

西村繁男 (40回生)
●タコのたこきちくん
<2014.1 \1,404 小学館>

黒鉄ヒロシ (41回生)
● も は や 、 こ れ
ま で 経 綸 酔 狂
問答
<2013.11 \1,944
PHP研究所>

● 千 思 万 考 歴 史
で 遊 ぶ 39の メ ッ
セージ
<2014.4 \702 幻
冬舎>

高山宏 (42回生)
●インヴェンション
<2014.3 \2,376 明治大学出
版会>

加賀野井秀一 (44回生)
●丸山圭三郎著作集 全5巻
<2014.3 岩波書店>

西田博 (47回生)
●矯正職員のための法律講座
<2014.4 \3,024 東京法令出
版>

宮岡等 (49回生)
●うつ病医療の危機
<2014.6 ￥2,160 日本評論社>

阿部知暁 (51回生)
●くんくんくんお
いしそう
<2014.4 ￥864 福
音館書店>

坂東眞砂子 (51回生）
●瓜子姫の艶文
<2014.5 ￥1,728 中央公論社>

門脇護 (53回生)
（ペンネーム 門田隆将）
●記者たちは海
に向かった 津
波と放射能と福
島民友新聞
<2014.3 ￥1,72
8 角川書店>

英保未来 (54回生)
（ペンネーム 大森望）
●さよならの儀式
<2014.6 ￥1,404 東京創元社>
●古代の遺物（未来の文学）
<2014.4 ￥2,376 国書刊行会>
●変種第二号
<2014.3 ￥1,102 早川書店>
●謎の放課後学校のミステリー
<2013.11 ￥605 角川書店>

森岡浩 (55回生)
● 戦国大 名家 辞
典
<2013.12 \6,69
6 東京堂出版>
● あなた の知 ら
な い近畿 地方 の
名字の秘密
<2014.1 ￥864
洋泉社>
● あなた の知 ら

ない東海地方の名字の秘密
<2014.1 ￥864 洋泉社>

廣瀬裕子 (60回生)
（ペンネーム 高遠裕子）
●並外れたマネージャーになる
80対20の法則
<2013.12 \1,728 阪急コミュニ
ケーションズ>

( 16 )★出版レーダー★

私
の
一
冊

『
眠
る
魚
』

坂
東
眞
砂
子
（
五
一
回
生
）

坂
東
眞
砂
子
さ
ん
が
二
〇
一
四
年
一
月
二
七
日
、
舌
が
ん

の
た
め
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
五
五
歳
で
し
た
。

舞
台
は
原
発
事
故
後
の
架
空
の
町
で
す
が
、
主
人
公
の
女

性
が
長
く
外
国
に
暮
ら
し
、
日
本
人
の
共
同
体
に
違
和
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
舌
が
ん
を
発
症
す
る
こ
と
、
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
家
屋
を
相
続
で
き
な
い
こ
と
に
動
揺
す
る
こ
と
な
ど
、

坂
東
さ
ん
ご
自
身
の
思
い
を
本
書
に
込
め
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
主
人
公
は
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
土
地
は
い
ら
な

い
と
宣
言
し
な
が
ら
も
、
代
々
の
土
地
家
屋
が
他
人
の
も
の

に
な
る
と
知
っ
た
時
の
感
情
の
描
写
は
、
今
な
お
原
発
事
故

の
た
め
に
避
難
を
強
い
ら
れ
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
方
の
思
い
も
代
弁
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
一
月
十
日
ま
で
執
筆
さ
れ
、
遺
作
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
う
筆
山
で
ご
著
書
を
ご
紹
介
で
き
な
く
な
る

の
は
残
念
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

六
七
回
生

遠
藤
瑞
枝

（
出
版
レ
ー
ダ
ー
担
当
）<2014.5 \1,404 集英社>


